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は じ め に 

 

 ソフトウエアを制作する場合に、そのソフトウエアを使用する現場のニーズを十分

に把握することがもちろん必要であるが、多くのところで有用なものになるようにす

るためには出来るだけ各種のニーズを整理して把握することが肝要である。 

 そこでソフトウエアを実際に使うであろう現場の熟達者を集めてその意見を踏ま

えることは制作者、利用者双方にとってメリットがあることである。 

 特に、利用現場で暗黙知となっていることを出来るだけ引き出し、ソフトウエア制

作に反映させることが出来ればということで、今後この試みを続けるためその方法・

形式を確立できればと思いこの事業に取り組んだ次第である。 

 この試みがソフトウエア制作者にソフトウエア利用者の期待を的確に伝え、より完

成度の高いソフトウエアの制作に役立つことが出来れば幸いである。 

 



 



１．開発ソフトウエア 

 

  ①タイトル：スクールマジック／スクールマジック大学版 

  ②シリーズ名：  

  ③製作者：ＮＥＣソフト株式会社 

  ④版権所有者：ＮＥＣソフト株式会社 

  ⑤監修者： 

  ⑥販売者：ＮＥＣソフト株式会社 

  ⑦問いあわせ先 

   ・会社名：ＮＥＣソフト株式会社 

   ・住所：東京都江東区新木場１－１８－６ 

   ・TEL/FAX/E-Mail：03-5569-3198/03-5569-3293/edusoft@nes.nec.co.jp 

   ・所属：第一ＳＩ事業部ＳＩ事業推進部 

   ・氏名：販促Ｇ 

      ・提示しているホームページ：http://www.necsoft.com 

  ⑧販売形態：CD-ROM 

  ⑨制作：作成年月、バージョン：（スクールマジック）   1996.1、Ver.1.1 

                 （スクールマジック大学版）1999.1、Ver.2.1 

  ⑩小売希望価格：（スクールマジック）     ¥198,000._ 

          （スクールマジック大学版）  ¥980,000._+別途カスタマイズ費 

   学校特別価格 ※学校向けアプリケーションソフトウェアの為、学校特別価格無し 

  ⑪利用対象：学校 

  ⑫レベル：（スクールマジック）    中学校、高等学校 

       （スクールマジック大学版） 大学 

  ⑬利用形態：スタンドアロン 

  ⑭稼動環境： 

   ・ハード：CPU （スクールマジック）    Pentium 133MHz以上推奨 

          （スクールマジック大学版） Pentium 166MHz以上推奨 

        メモリ容量 64MB以上推奨 

        固定ディスク （スクールマジック）    10MB以上 

               （スクールマジック大学版）  3MB以上 

        ディスプレイ 解像度1024×768ドット以上 

        その他    マウス、CD-ROMドライブ 

   ・ソフト：OS Windows2000 Professional 

          WindowsNT Workstation4.0 

          WindowsXP 

          WindowsME 

          Windows98 

          Windows95 

   ・該当機種：Windowsが動作するDOS/V機 

  ⑮ソフト種別：教務用（時間割作成） 

  ⑯具体的内容 

   １．大規模な学校における時間割編成にかかる作業量を大幅に削減します。 

   ２．中学校と高等学校全学科に対応し、文部省指導要領準拠の教科・科目名のデータを標準 

     添付しています。 

   ３．中・高一貫校等大規模に対応したシステムもあります。 



   ４．大学・短大・専門学校対応のシステムもあります。大学の時間割編成は、講義、講師、 

     教室等、時間割要素となるデータが固有かつ莫大です。そこで、既存の学内データベー 

     スより時間割編成に必要なデータを抽出し、データ入力の自動化を推奨しています。 

   ５．「導入教育」「時間割編成支援」「システムコンサルテーション」「システムカスタマ 

     イズ」等の各種オプションサービスを用意しています。 

   ６．大学版では、高校版の機能に加えて、大学に特有な課題な、履修人数を考慮した教室の 

     割当や、必要な設備のある教室の割当て、前期と後期で別の授業を割当ることもできま 

     す。また、講義、講師、教室等、時間割要素となるデータを既存の学内データベースよ 

     り時間割編成に必要なデータを抽出し、データの入力を自動化することを推奨しており 

     ます。 

 

２．開発目標 

 ・より品質の高い時間割が容易に作成できるシステムとすること。 

 ・様々な学校の時間割ニーズに答えていくシステムとすること。 

 

 

３．採用される技術 

 ・スクールマジックは、時間割編成全体を制御する授業制約と科目間毎、コース毎、コース 

  間毎に細かく設定できる制約条件をＮＥＣ独自のＡＩスケージューリング技法「制約主導 

  割付方式」及び、「段階的初期割付方式」、「局所最適解脱出方式」で解決し、学校時間 

  割を自動的に編成・修正することができます。 

 

４．現在の機能 

 ・最終的には、手作業による修正は避けられないが、下記のような複雑な制約条件をリアルタ 

  イムでチェックしています。 

   授業制約 

    １．連続授業の制約を守る 

    ２．（先生・教室）予定の×に授業を入れない 

    ３．（先生・教室）予定の△に授業を入れない 

    ４．希望時間に授業を入れる 

    ５．同じ時間に同じ先生の授業を割り当てない 

    ６．同じ授業を同じ曜日に割り当てない 

    ７．教室の定員の制約を守る 

    ８．希望教室の制約を守る 

    ９．教室の同時可能駒数の制限を守る 

    10．先生の一日時限数の制限を守る 

    11．先生の連続時限数の制約を守る 

    12．同じ授業は同じ時間に割り当てない 

    13．同じ配当科目を同じ時間に割り当てない 

    14．同じコースは同じ時間に割り当てない 

    15．一週時数２の授業は、連続曜日に割り当てない 

    

 

 



  科目間制約 

    １．異なる曜日にする 

    ２．同じ曜日にする 

    ３．連続にする 

    ４．連続にしない 

    ５．連続（Ａ→Ｂ）にする 

    ６．連続（Ａ→Ｂ）にしない 

    ７．同じ時間に割り当てる 

    ８．同じ時間に割り当てない 

    ９．同じ教室に割り当てる 

   コース制約 

    １．同じ時間に割り当てる 

    ２．同じ時間に割り当てない 

   コース間制約 

    １．同じ時間に割り当てない 

 

 

 

 

 

次ページから説明資料を付す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 



 

 

 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



５．課題 

  この時間割システムの機能強化案として作成したものが以下ものである。 

 



 



 これを利用して生徒一人々の希望により時間割が決定する、総合学科（単位制）の学校で使

用できる時間割システムとしていくことが出来るのではないか。しかし、まだ現在は生徒一人々

の希望は考慮されていない。スクールマジックは中高版と名前がついていない。始めに早稲田

大学に入れたので便宜上大学版と入れた。高校の場合で必要ない機能もある。 

 

 

６．委員からの意見・期待 

 

完全に単位制なので時間割がなくて、選択科目が殆ど自由である。生徒が好きな選択科目を取

るというパターンは、どこの会社も作っていないと思う。表を見た限りではひとつのクラスが

一緒に動いていくという感じで選択の幅が殆どない。2学年320名いて280から90パターンあ

る。私共の学校の時間割は無理であろうと思う。来年度の学校の最大の課題になっている。要

するに選択の部分が殆どなかったので、クラスで動いていくという感じだ。クラスで動いてい

くのは小中学校パターンだと思う。高校でもある程度選択はありますが、私共の場合、全く自

由なのでそれを解決できたらという思いである。 

 

 最近このような学校は増えてきている。完全に生徒の希望を 100％受けるか、それともある程度

道をつけてあげるかと言うこと。埼玉の方で提案中の話があり、生徒の希望をということでどの

ようにできるかを検討中である。 

 

  3年の選択というのは完全に生徒が自由にとるからその課程だけで120パターンくらい、理系

は若干少ない。これは何人かでやることではなくて、一人でやる作業。それを作ってから時間

割を作成する。去年まではＡ週、Ｂ週とやっていたが、ＡＢ週で完成させる方法は非常に難し

く、今年は土曜日がなくなったので 2 日で出来上がった。それが上手く正当性を持っているか

は、先ほど3年の選択に対しての時間割に関してのエクセルのマクロを組んでチェックさせる。

そのレベルだったらできてしまう。このように出来てしまえば楽だと思う。3 年の選択パター

ンは増えていくのではないかなと思うので、ありがたい人は少なからずいるのではないか。機

能改善の中に入るかどうかは分からないが、時間割を組んでおいて、2 単位の内、地理教室か

歴史教室かが 1 回は取れるようにする。強い制約ではないが、これは実験室でもあるのだが、

どこかで必ず実験室がある。少しややこしいと思うのは 1 年生の体育と保健で女の子は保健を

やって男の子は体育をやる。その中でいくつかの先生が受け持ちが変わっている。体育の中で

は同じ先生が同じクラスを持っていると言うと必ずしも持っていない。4 単位の 3 単位までは

ある先生達が受け持つとなると自由度が大きすぎる。 

 

学年を加えた再履修はどうなるのか。3年でも1年の必修や2年の必修を取る。仮に4年次生5

年次生が出た場合。本人は3年のクラスに居ながら、1年の選択を取っている場合があるので、

それへの対応。大学みたいにある程度あきらめなさいということが言えないのが高校の立場で

ある。 

 

 高校の時間割を狙っていると思う。時間割を作成するときに1年の中の1週間だけなのですが、

19 万円のお金をかけるのは可能かどうか。頻繁に使っていれば使えるが、無理なことなので、

私が思うには、学校にプロの人が来て３日くらいで時間割を作りますとやればいいと思う。発

想を変えて時間割を作成すると、先生方にコマを入れてやってくださいとホームページで売る。

このコマ入れてこういう制限でやってください、メールでくださいという1回のソフトを5万

で作った方が良いのではないか。19万で売ったときの金額と使うことを考えたら、担当者が慣

れていないソフトを使うということは、難しいことは目に見えている。 



中学校になると選択が増えてきていて、同じ理科でも 2 つ取った場合子供の希望に叶って、本

来取りたかったのに取れなかったと言うことがないように、最適な組み合わせがあるわけだが

対応されていない。子供たちが選んだ選択が生きる等そういう取り組みが決まっているという

ことは古い考え方。現代風の新しい学習教育に対応した時間割の観点が抜けているので、その

辺を考慮しなければいけない。 

 

中学校では生活指導上の問題がある。色別にしておくと一目瞭然に分かる。ある程度色パター

ンがあったほうが分かりやすいと思う。これを変えてやるというメリットを考えると請負った

方が良いのではないか。プロの方を入れて、この動作が就学の始めから 2 週間で。1 週間で出

来るというならこの金額で買うと思う。これを３日でやるのだったら買うと思う。 

 

難しいのは学校全部が同じではない。としてこちらはどうしようもない。それがネックである。

だからＳＰ方式でやると言う時に、学校がデータ出してくださいというときに、それはどんど

ん後ろにずれる。受ければ受けるほどピーク時がピークである。その時間帯の 2 週間がピーク

である。要するに１００校からきた場合に、かえってご迷惑をかけてしまう。 

 

先着で受けてそこから 1 週間後というのを決めて、例えばそれがこれだけ早いとなれば、コマ

だけ入れますと、コマが入っていれば後は現場がやるので、コマを埋めるのが大変なので19万

でコマだけ入れるのを先着順に自動作成で入れていく。ただし書式の出来たものをあげますよ

と言う格好でチェックしてＯＫだったものをメールで送ってくださいと。受けた順に行くので

文句はでないはずだ。 

 

話で4月の頭に1週間という話があったが、今後もそのようなことは続くのか。例えば、週休

２日になって年間実数を考えたときに同じパターンで 1 年間続けるには無理が出てきているよ

うなところがあり、途中で何回か時間割を見直しをする必要があるのではないか。 

 

学校によって見直す必要があるのは、教員が時間割を工夫することが大変だから今と同じパタ

ーンで行うと、前期と後期で分けてしまうと、コンピュータの良さを分かっていない。例えば

ローテーションを組んで 1,2 回工夫すれば可能だけれどそういう頭は現場は無い。コンピュー

タのよさを分かっていれば同時進行でできる。それを言っているわけなので、教員が言ってい

ることを間に受けるのでなくもっと現場に入った方が良い。現場に入ってスピーチしてミーテ

ィングしますと、昔のコンピュータでコマでいけるような文化しょって話をしているな、そう

いうことが分かってくると思う。 

 

一般的には途中で変わるのは教官にとっても生徒にとってもやりにくい。先ほど年間の授業実

数を出すような話があったが、我々が手で数えている。一番初めに時間割と年間行事を出すと

きに数えておいて年間行事の所で調整をしているわけである。この曜日にはこれ以上行事を入

れない。なおかつ調整できないものは、たとえば水曜日だけど金曜日の授業をすると言うよう

な対応をしている、それを年間行事に入れてあらかじめ宣言して調整する、そのほうがまだ混

乱は少ない。実数計算は必要である。年間授業計画が私たちがとってやれるかどうかの問題が

あるわけで、おそらくどこかで誰かが数えていると思う。それを全くやらないで授業1年間行

うというのはない。 

 

 この中に選択という概念が殆どない。私どものシステムは完全に科目ごとのメニューが全部出

る。320掛ける3学年で1000番の個人時間割ができる。それでも厳しい、不可能だろう。もし

お金をかけてできるものならば、19万は安いと思う。生徒入力データを基点にした時間割作成

に変えないと、今の場合、クラスごとの生徒も先生もメンバーが違う。生徒が基軸になった入



力。一番手間がかかるのは入力なので、特に単位制になると昨年度のパターンが流用できない。

せめて私共の場合で流用できるのは 1 学年、高校の場合は来年度から新課程になるので、この

1 年間が時間割作成メーカーの正念場である。15 年以降の対応がきちんと出来るか出来ないか

で新しい展開に向かうと思う。 

 

 私が思うには何故大学、高校というやり方をしたのか。私共でも3年で選択が出てくる。値段

で言うとこのくらいだったらパソコン 2 台購入したほうがいい。結局微調整があるからこちら

も困っているわけで、そこで人間が少し手伝っていかないと駄目なのかと思う。年に 1 回と繰

り返し使えば良いと言うが、むしろそれは無いと思う。年間計画 1 月にヒアリングがあって 2

月に出すので、それを変える場合は変更届を出さなければいけない。4 月に次の授業の時間割

を5月にかけて全部コマ数を提示する。変更する権利はこちらにないからそれは無理だろう。 

 

初期の導入の手間がどれだけ簡単なのか。ある程度のルーチンワークでコンピュータで行うの

は早いけれど、最初と最後の問題がある。担当者が変わる可能性がある。担当者が変わったと

きに都立高校の共通的な時間割作成ソフトならどこの学校でも同じインターフェイスだとよい

が、そうでなければそれをマスターするのに時間がかかる。最後の詰めのところで余程マスタ

ーしていないと難しい。マスターするのにどれくらい時間がかかるかというのも考えとしては

同じこと。価格で、個別対応だが60万円と非常に高い。これはどういう意味なのだろか。 

 

1日で10万、2日で1本買える値段である。例えば1日で解決できるなら19万は購入できる。

昨年の12月から4ヶ月かかっている。最後1週間で集中するが、生徒の希望が出てエクセルデ

ータに入れる。最初は生徒、今のでは先生、クラスという順であるが、そのような考え方は眼

中にない。あくまでも生徒の希望に沿ってである。このインターフェイスは使えないので、私

の学校の希望としては大学版である。使い物にならないとは思わないが、学校の要求な必要な

レベルに合わせて必要なものを入れてもらえるような形のほうが良いと思う。 

 

自然言語で制約でき、若干の制約条件のカスタマイズが出来ると良い。制約を正確に表現する

ということがあるので難しいのかも知れないが。 

 

学績管理システムに入力することが必要である。2人で翻訳するのだが、3学年15000行のエク

セルデータを時間割か生徒のデータを持ってきていろいろな形で変換し、こちらが理解できる

ようにするまでに約 1 ヶ月。5 月半ばに動き始める。それからいわゆる閻魔帳に記入。学績管

理システムは単位制の学校になると、必ず付いてくるものである。仮になくても、個々の教務

がシステムを持っていて、時間割との連携が必要になってくる。今までのクラス単位での授業

ではなくなってくる。二重手間を1本化したい。 

 

六甲アイランド高校や都立の山吹高校は生徒の個別データが自動的に入る。 

中学校と比較し、高校の楽なところは、教員が2人とれる。 

20万でも安いと思う。学校によって違うと思うが。 

中学校でも100万まで予算があるので大丈夫だが。 

 

学校にとっては永遠の課題である。これからもっと複雑になってくるのは目に見えているので、

解決するようなソリューションとして提供していただけるのなら諦めて欲しくない。 

 

全部科目が色別になる必要はないが、例えば数学と選ぶと色が変わると分かりやすい。実際に

色をつけて作っているので、色付けできると便利である。 

 



７.まとめ 

   このソフトはＮＥＣの中央研究所で長年研究してきたスケジューリングのエンジンを使った時

間割作成ソフトであり、現場のニーズをかなりの程度解決していると思って選択した。 

最近の高校では、完全に単位制で時間割がなくて、選択科目が殆ど自由である。生徒が好きな選択

科目を取るというパターンのものがあり、クラス単位に動く今までの時間割の考え方では対処でき

ないものになってきている。 

 今回のこのソフトをブラシアップすることにより、何とかしたいものと考える。このソフトの機

能改善を図るため、実際の高校の授業データなど関係のデータを制作会社に提供されたので更に機

能の改善を目指してバージョンアップが出来ていくことが期待されている。 

 ただ、年度中にその結果を確かめることが出来なかったのは少し残念である。 
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